
 

 

 

 

 

2023 年度 東海大学 1 日目 
【 講 評 】 

 問題数や出題形式は例年通りであり, 例年同様に難解な内容の出題もあった. 比較的取り組みやすい大問でど

こまで高得点が狙えるかが合否の分かれ目であろう.  

 

【 解 答 】  

大問 1 

 問 1 a：チラコイド b：還元 c：二酸化炭素 d：アンモニウム e：アミノ基転移 f：生産者  

g：マトリックス h：乳酸 

 問 2 ヌクレオチド  問 3 作用スペクトル  問 4 窒素同化  問 5 クエン酸回路, NADH   

 問 6 電気化学的勾配  問 7 (細胞内)共生説   

問 8 ・内外異質二重膜構造である。 ・半自律的に増殖する。 ・独自の環状 DNA とリボソームを持つ。 

問 9 赤血球の働きは酸素の運搬であることから, 酸素を使ってエネルギーを産生するミトコンドリアを持た 

ないため。 

 

大問 2 

 問 1 a：個体群 b：集中分布 c：一様分布 d：区画法 e：孤独相 f：群生相 g：相変異 

問 2 移動性のない生物。   

問 3 (1) ・他の個体群との間で個体の移出入がない。 ・個体群内で個体の死亡や出生は起こらない。 

  (2) 330 匹  

 問 4 保護色  

 

大問 3 

 Ⅰ問 1 A：エ B：オ C：イ D：ウ  問 2 A：エ B：イ C：ア D：×  

  問 3 選択圧  問 4 イ, ウ 

 Ⅱ問 5 HbS/HbS 10 人 HbA/HbS 180 人  問 6 9.1%   

問 7 繁殖可能な年齢に至るまでの生存力に個体差があるから。 

問 8 90 人 

 

大問 4 

 問 1 B  問 2 ①：C, E ②：A, F ③B, D  問 3 a：ミオシン b：アクチン c：筋小胞体  

 問 4 (1) ク (2) 47.6% (3) ア (4) 5 回 
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大問 5 

 Ⅰ問 1 a：核 b：イントロン c：スプライシング  問 2 d：スプライシング e：ポリペプチド   

  問 3 BCR, B 細胞が抗原を認識する受容体として働く.  

  問 4 同一の抗原を認識する細胞同士.  

 Ⅱ問 5 e  問 6 b  問 7 f：読み枠 g：終止コドン  問 8 h：免疫グロブリン i：オプソニン化 

  問 9 抗原を認識するパターンに多様性を生じさせている.  

 

 【 解 説 】 

大問 2 

問 3 (2)  
標識をつけた個体数

求める全体の個体数
=

再捕獲した標識個体数

再捕獲した全個体数
 

    であることから, 求める個体数を x 匹とおくと 
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 x=330(匹) 

大問 3 

 Ⅱ問 5 HbA の遺伝子頻度を p, HbS の遺伝子頻度を q とおく. q=0.1 であることから, p=0.9 である.  

     したがって 

           HbS/HbS=q2=0.01→10 人 

      HbA/HbS=2pq=0.18→180 人 

  問 6  HbA/HbA は 0.81, HbA/HbS は 0.18, HbS/HbS は 0.01 であるが, HbS/HbS の個体がすべて死亡す 

るので,  
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問 8 マラリアで死亡する人の割合を x とおくと, q=0.1 で一定であることから 
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    x=0.09→90(人) 

大問 4 

 問 4 (1) 標本 4・5 に関して, ATP 溶液が与えられていないため, 収縮しない.  

標本 8 に関して, ナトリウムイオンチャネルが阻害され, 興奮の伝導が起こらないため, 収縮しない.  

   (2) 3 回目の滴下後の標本 2 の長さは 22mm であることから, 20mm 収縮しているため,  

      20÷42×100≒47.6%  

   (3) 表 2 において, 標本 7 はクレアチンキナーゼが阻害されているため, 標本 6 では消費されたクレアチ 

ンリン酸が消費されずに残っているはずである. 標本 7 では, ATP が電気刺激の前後で 0.50×10-6モ 

ル減少していることから, 標本 6 ではこれと同量のクレアチンリン酸が使用されたと考えられる. 

(4) (3)より, この実験を経て ATP は 0.50×10-6モル減少していることから, 腓腹筋 100g あたりでは,  

0.50×10-4モル減少することになる. それにより供給されるエネルギーは 0.50×10-4×5.0×104J で 

ある. したがって 
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大問 5 

Ⅱ問 5  12×48×33×2=38016 である.  

 問 6 図中 a, b の配列(それぞれ 347bp, 150bp)に 9 番目(*)の 168bp を加えればよい.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


